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幹 事 長 農学博士 玉利 喜造
幹事関東区 群馬県農会常任評議員 武藤 幸逸
幹事東海区 静岡県農会幹事 多米 八郎
幹事陸羽区 山形県農会幹事 湯野川忠世
幹事北陸区 富山県農会長 藪波 浄慧
幹事中国区 広島県農会幹事 宮川 亮造
幹事四国区 高知県農会長 関田 可通




















幹 事 長 農学博士 玉利 喜造
顧 問 樋田 魯一
顧 問 農学博士 酒勾 常明
幹事東海区 静岡県農会幹事 多米 八郎
幹事関東区 群馬県農会常任評議員 武藤 幸逸
幹事北陸区 富山県農会長 藪波 浄慧
幹事九州区 鹿児島県農会常任幹事 上床 吉



















































































幹 事 長 農学博士 玉利 喜造
顧 問 農学博士 酒勾 常明
幹事京摂区 滋賀県農会長 井狩弥左衛門
幹事関東区 群馬県農会常任幹事 武藤 幸逸
幹事東海区 静岡県農会幹事 多米 八郎
幹事陸羽区 山形県農会幹事 湯野川忠世
幹 事 農学士 森 要太郎
幹 事 農学士 針塚長太郎
幹 事 農事雑報社主 十文字信介
幹 事 農学士 石山騰太郎




















幹 事 長 農学博士 玉利 喜造
顧 問 農学博士 澤野 淳
幹事京摂区 滋賀県農会長 井狩弥左衛門
幹事陸羽区 山形県農会幹事 湯野川忠世
幹事東海区 静岡県農会幹事 多米 八郎
幹 事 農学士 森 要太郎
幹 事 農学士 石山騰太郎
幹 事 農学士 針塚長太郎











































































































農区名 農 区 区 域
関東農区 東京 神奈川 千葉 埼玉 茨城 群馬 栃木
陸羽農区 福島 宮城 山形 岩手 青森 秋田
東海農区 山梨 静岡 愛知 岐阜 三重
北陸農区 新潟 富山 石川 福井 長野
京摂農区 京都 滋賀 大阪 兵庫 奈良
中国農区 岡山 広島 山口 島根 鳥取
南海農区 和歌山 高知 愛媛 香川 徳島






















































引受株数 住 所 氏 名 1909年 1920年
30 東京南足立郡梅島村大字島根216番地 牛込 金三＊ 305 －
50 東京南葛飾郡奥戸村大字曲金424番地 関根保太郎＊ 387 125
30 神奈川県橘樹郡大綱村大字綱島1261番地 飯田助大夫＊ 120 75
30 神奈川県高座郡海老名村大字中新田1529番地 大島 正義＊ 140 45
30 神奈川県鎌倉郡深澤村字梶原689番地 石井鎌之助＊ － －
30 栃木県下都賀郡水代村44番地 田村律之助 25 －
50 千葉県海上郡嚶鳴村字琴田2880番地 鈴木儀左衛門＊ 150 188
30 埼玉県入間郡川越町大字松郷469番地 二味 道政 － －
30 兵庫県多紀郡日置村之内八上新村38番屋敷 波部本次郎 30 15
30 岡山県備中国浅口郡玉島町大字玉島203番地 柚木 梶雄 30 15
30 島根県松江市東茶町19番地 桑原羊次郎＊ 150 75
50 愛媛県喜多郡菅田村大字菅田乙496番地甲 有友 正親 － －
30 福井県坂井郡高椋村一本田23号1番地 山田 斂 30 15
50 石川県江沼郡動橋村68番地 上出長次郎 50 30
30 三重県桑名郡伊会嶋村大字長池新田6番屋敷 大橋 誠一 20 10
30 佐賀県小城郡三日月村167番地 中島 宇三 － －
50 佐賀県小城郡小城町466番地 岸川 善朔 13 －

































































































































































































































































































1907年 381 6，484 17．02
1908年 352 5，179 14．71
1909年 367 4，229 11．52
1910年 500 7，592 15．18
1911年 383 5，753 15．02
1912年 652 10，256 15．73
1913年 611 10，459 17．12
1914年 532 9，032 16．98
1915年 444 6，778 15．27
1916年 466 6，817 14．63
1917年 435 6，966 16．01
1918年 366 7，054 19．27
1919年 200 3，774 18．87
1920年 424 8，188 19．31
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